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当事蓄委彙会のはいま場は、曲分たち利用者の意見を出す場をつく嚇たいとしヽうことで

した。

現在まで、下 回開催しましたが、現在は、活動の等で鰊囲つてい昏ことや替備を言い含

うような場になつて柄ます。霧 人の委彙0ウで、なかなか轟すことができなしヽ人もいます
が、確実 |こ自分たもの言ひヽたりちことを言える場 |こなつてきています。

今後は、越犠を持ち寄燿だけでなく、自分たもの栗たす捜割を見つけ出せ唸ような会 |こ

なはことを目脂して勒さます。スタップが決ぬSのではなく、轟分たちでや瞬た機こと、

懸つて薇はことが実現でき儀よう|こな譜、そのため |こ、自分たものできることは自分たち

でやつていきた軸と轟輔ます。自分たちの役割を栗たし、できな蛛ことを周囲の人 |こ協力

触頼できるよう|こなのた価と思います。

(就彎継続 A型事業所 利用者 阪本 喜教 )
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碧隷隋嘔膵鶉餞颯蝙憑晰鸞蟷祓顆隧禄憮黎予
当圏(1の 周 24日 )i藤季節外机の議・・・気温も無<穣なくつの繭と風…1可康も「もうや講ようか』
と縣が折れそう|こな場ました C e e蔵の率でも来てくれ碁お客さん、一生懸命働<子どもたも、学生ボ
ランティア、地域のみなさんゝ実行委員のみなさんたらの姿を見格と、この祭場は「みんな」でつ

晨綽上ぽてlF iるのだと改めて気付かされました。みなさんから元気と力をいただきなが必、最後ま

で何事もな星無事に終えることができました。

今回、テーマ「輝は [子どもたち」のもと、地域とのつなが場が希簿 |こなって輔に子どもたら奎

祭鐵の中山におき%地 i式の方や5章がい者と子どもたちがこれまで以上につながは場にしたしヽという

懸欲で取綽組みました。地域の理ヽ学校と「子どもバン屋さん (大善寺層ゝ学校 毎年生)運 %「なえっこ

バザーん (安武曜ヽ学校 4年生)」 を其国企画し、輸含学習の時間をつかって交流を重ねて、つく綽
あばました。当日、子どもたちは■分たらの購 Jを栗たずべ罐一生懸命働き、会場鰊あ毎鍵こち犠

で子どもた毎の階ざかけ颯芦や笑しヽ声、笑顔を生み出して輔ました。一人いと場がとでも楽しそう

∫こ、祭場のながで輝輔て輔たことはとでも印象的でした。

目的として欲た、子どもたちに「つなが儡ことは堅じ

む曜 」「地i式とつなが攀た機 IJと思えることを少しで

も伝えられたのではな機かと思っています。そして、今

後もこのような取攀組みを、この地i式で続けて撼く必要

がめ儀と感しました。

次は記念すべき 電の国銀を迎えます。これまでのつな

が場の種を大きく種咲かせる祭場になるようにつく綽

めがた額と思ってお攀ます。

なおЪ祭り翁収益金は、下記鰊ように使わせて欲ただ

さ識した。本当|こあ場がとつござ輔ました。

彎 法人事業 (ポレポレ敷地内∫こあは地域の理L呻学生が

描輔た彗糠靱修鶴や増設)

鶴 安武瑠L。 大善寺摯 e筑邦繭宇|こ審付

嚇 安酢 大善寺コミュニテで―センターに寄付

機 次回祭場のた動の準備金穫み立て

曇大善寺鱚学綾 毎年生通"子どもバン置さん"を してみ

曇安武癬学技 4等生曇"かえっとがず―ん"をしてめて ,・ ―
ぼくはボレポレ祭り礫実行委員をしま la・た。祭吟はだれでも参力囲できるのでもれしかったです。
わけは、日本中で使えトポイントカードで、しヽるんな価とこうかんできになるです。最スタッフ役
は通むずかしくはなかった|ずど大変でした。でも楽しかったです。またしてみたしヽです。まために
と問しヽ経鍵、早く行ってボイントをもらって、ほじしヽ拠とこうなんして幹きたしヽです。ポレポレの
方たしとも伸良くできたので、これな犠もしヽるんな人と話して行きた機です。

2

:な
ス露寺騨T積 鶴等笠』″子と違バン歴さん″登してみて。・0・             ―――

⑬ポレポいで輸ったに体験することのできなりヽバン作嚇をしてとてもため|こなりました。ポレポレ
ミニミニ子ども祭噂|こも参島□させていただきま録た。来年もボレポレ祭りに参加したしヽと思って
恥唸分でその際はようしくおねが機します。
蟻ボレポレの人とバンを作ったリボレポレの人と楽しく進んだ吟、とても良誡冠謁 でヽができました。
バンをみんなで作れてられしかつたし、美味しかったです。楽しく交流ができてよかったです。

(拓 <スタップ 鴻り|1直人)



際錮鎮彦鵞跛熙膨鼈瘍羮靡鼈痺瞼 ン

ボレポレ倶業部の新筆会iよ地域の人や拓晨颯轟彙や保護壺が、カラ輔ケをしたり、踊った場楽

しさを共有すはひこときです。毎年料理のパニュー亀変わ礫、今年はでタリア料理でした。お恥

ひしヽものをみんなでつプリイガヤだや食べ蛉ことで%つながつも深ま噂、広がりを見せてもヽます。

今年は、イタリア料理がテープん|こ並び鍋もイタリア量で珍しかったです。おなが一杯ご馳

走|こなつピーんもたださん頂きました。ボレポいの力慶∬地i或∽んmと楽しし、ひとときを過ご
させて頂さ楽しかったです。 〔安武校区 執行 年子≫

毎年1璽制颯事ですが、新年会に出席させて頂きました。おいし齢料理とおいししヽお酒躇

楽しい時間を過ごさせて頂き、来年も楽しみにしております。 (安武綾区 武藤
離
齢

お料理も鵡はじ絲じ歌も踊綽もあなさん上手で楽しかつたです。フ静ダンス、来年はあんな

で轟れるよう今年は総習しておきた紳と悪齢ます。        (安 武綾区 占賀 美子≫

私は%ボレポレ倶業部に入金して、早や 2年が遇ざました。用電国の制会に出席させて頂き、

保護者の力なやスタッフ靱みなさんと少しずつ顔見知場になつて来ました。新年会ではみなさ

んと一緒 |こ、おいゃべりつ食事をした場、歌ったり踊った惨bて、楽ししヽひこときを過ごさせ

て頂き親睦を深ぬました。(保護者鰊海ね、スタップの皆さん、準備大変でしたね。あ疲れ様

でした。)

「障が恥がある人もならヽ人も、一緒 |こ伸喪<地域で馨犠す」この当た場前ことを実現するた隣

∫こ、これなヽ私も利用者や保護者鍛薄鞠、スタッフ∽皆さんと手を取り禽って、一緒に考え少

しでもお役に立てたもと思しヽます。 (安武校区 占賀 室子)
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法人「拓くJの 2番目のケプホーム「ニュンバ」璃購の鸞築が鳴 司月 |こ終わりました。既存の 7
名の人居者と2名の体験入所者計9名 (2階)に加えて、電階 |こ 5名 (他ケアホームよ綽 2長、

自宅よ惨3名 )の海たもの生活がスタートしました。新しく人居されたメンバーは、重度重複障が

機によ攀全面介動が必要なんたらです。家族が担ってきた基鳴しから、さまざまな支え|こよってケ

アホームでの生活を踏み出されました。どんなに重しヽ障がしヽがあつても「畿亡き後」ではなく、畿

が元気なうらな犠自宅タトでの豊かな暮5酬こ向けて出発です。
重い障びしヽがあつても安懸して馨らせるように様慶な工夫をしました。

入居者の中には、定期的な経管栄養や座業の注入など医療的なケプを必要とする薄もしヽます。医

療的ケアが必要でめっても安出して馨わせるよう、医療連携の市」度をと場ました。雛J度を使うこと

で 轍 事業所の)蓄護師がケアホーム|こ講開し、医療的ケプを行ってくれます。

重輔障がしヽの力の暮各しには本人はもとより介護者の介鋤負担軽減も重要です。そのたぬに、リ

フトを随所 |こ設置し、なトパく抱えなくてもしヽしヽような工夫をしました。これで入居者、世話人、

へんバーも安曲して継続的|こ蕃鍵してしヽけると思じヽます。

急激な環境の変イしにfttmになれ膊た機週 3油の自油から始轟たり、環境が変わつて目霊れな鮨入居

者の場合は、1獲れЮまで親に油まつても鳴つた場す卜など、ご家族とスタップが一九となって、安

定した基

“

願こ向|ずて取り組んでいます。手探場ですが少しずつ進んでいるのではな機でしょうか。

自彎の意器をことばで轟すことができなりヽ人が、どんな基鍵じ力を望んでおも机繹のが、共 |こ竜

えて膿きた鱚こ思って鮨ます。

沐驚絋Ｌ卜鬱轡郁
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響ξ厖鏃鵞鰈鰊馘イ鰺鬱蜀楡
移動式リフ トは、個室か6ト ギ

ン、脱衣場が鳴風日場へ移動で

き、速度は、0つ くりで、誰もが

安jいして乗る事ができます。

高田吉優、今岡麟美)



本テルニ ュープラザで「成人のあ続い金」を開催 しま した。今年∽成人は、池囲遼さ
んと村丼反紀され靱二人で大入翁伸闘入りを しました。これからも感援をしてしヽきたし発と
思います。

広鋏会場でたくさん働力にお祝はしていて頂きなが

S、 長かったような短なったような 2の 年のこれ載で

が思わち出さ組ました。不憲議なことに節目に必ず転

換期があり、2年前に「ケアホームに入らなしヽか」
と誘われた鉾もそのいとつです。親子共鰺戸惑撼も

あ綽ましたが、令では自然に下宿生活を送って撼裁

す。霧介罐んと遼働共同生活は、まるで家族のよう

です。 2人 ともな彎してもヽるわで、つも機ことも悲
しいこともけっぱ齢轟昏ょうです。それでも下宿∫こ

漏れはほっと一患、世話人さんがしヽて、お欲しわヽ食

事と楽 恥欲時間があ憔ます。この何気ない話通の生温 |こたくされの支援があ嚇、 2人を支
えて頂輔て始儡ことを改めて感謝 します。

鮨黎鱚鮨鮨荼鮨鮨氣蒻晰鱚蒻鮨藝晰黎躁黎
(母  池圏性和子 )

鶏冬ゴ蒻憑鼈亘Å肘ゎ鷹螂ヅぎ愈 写τ務平翻×鞣鷹 ∫

鉤井贔誦不閻

☆ 轄来の霧
瘍やさ し黎僚膏園の先生にな藉ことが一番の霧です。

や子どもたちがよってくる先生になつたしヽです。

☆ 2の 歳 |こなって、 してみたしヽこと
瘍しヽるんな標育園に行ってみた機です。

◇研修をしてみた機です。

Ly Iさ 鵞
☆ 1警来翁蓼

輪現在、考え幸。

☆ 2⑬ 歳になって、 してみたりヽこと
り電華で旅をする事。



FN勒管理屏 議戟藁饉Iか軸
可舅瑯輪蒻覺倅鵞膵饒贔鰺虔熙

障がい者の線として、一番 j醸配な銀は織なき後の子どもの生活です。特 |こ一人っ子の観篠p

されは不安でしょう。また、兄弟姉妹がしヽても面倒みてくれるだるうかと懸配されてしヽ邊畿

御さんも最しヽかと思います。

子ど儀が 2の 歳を過ぎると特畿であつても、子どもに代わつて郵優局や銀行での回座を開

しヽたり、福祉サービスの利麗契約を結んだりす

「

ことはできな膿のです。半J断能力の不十彎

なんは銀行□座をつくることも、各契約をす焉こともできませんので成年後見人が必要とな

場ます。しかし、「うちの子は回座を持つて齢に」、「福祉サービスも契約 して齢る」と、何も

問題なしヽと思われて始るかも矢□れません。実際は、銀行鍛入金や出金が月に数万円0年金的

範囲な約で、銀行も黙認してもちるだけです。福祉サービス事業所でも親と本人め名前がある

か犠大国 |こみてしヽ卜∽です。これ■を決簿通り行機、全国で数百万人おヽ範(判断能力働不

十分な矢目的障が輔蓄%精神障びしヽ者、認知症高齢者等に成年後見人を付けた各、家庭裁判所

等は対応が大変です。今能は%還産相編の数百万0お金を子ども鍛□座 |こ預金したり、年金

をコンコン貯めた預金の呻から、数百万のお金を弓|き出したりする場含は、金融機関は成年

後見人を選任してくださいと言ってくはで しょう。福祉サービス事業所との契約 |こついても、

織なさ後、本人とその兄錦姉妹など繭名の契約であれは、成年後見人をお願齢じ載すと言う

で しょう。画僣Jですが、判断能力が不十彎な人鋼を守るためにこの成年後見入制度があ薇の

です。いずれにせよ、財産管理ができない子どもの細なさ後を思うと、成年後見人を選任し

てヽく必要があり載す。

ボレポレ保護者会では、各福祉法人鍛金銭管理等の実態も勉強し、実際どのよう |こずれば

よりヽか、蹄年の 4用よ礫保護者会の有志で検討してきました。

そして、MPO法人を設立し、成年後見人制度を事業イにす碁ことにしました。その導講在鋒

年 可2月 |こ行い%今年 8用 に認可さ娩、 4用 ∫こ法務局 |こ登認す鶉予定です。法人の名称は

「N貯の法人つ4ッ チ」としました。親なさ後Φ子どもたらをみんなで “見守熙"“見つめる "

意味で、「中謝ッチ」としました。

陣がしヽがある人たもの権奉」を擁護す鶉ような法人を目指してしヽきた機と意しヽます。

(NPO法 人やィッチ 理事長 (予定)野 圏 政氏)
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「第 鴫3圃 全国シェノレターシアボジウム 2の電◎ 1向 く冬め」が 2◎電の年 鴫弩月 2◎ 日と
2弩 国の 2圏 間にわたつて開催されま l_/た 。 電国銀は、「鰺V被害者の実態を知る」と題 し
て米国の 数a籟銀y 8anc「oft民の基調 3露演、その機「加害者責任のあ輸力を電える～加害
童文ゴ策の現状麺課題と今後聰施自性」∫こつ諫てのシンポジウムで した。 2日 国は、各会場
|こ分かれて -7-前 こ午綾そ机ぞれ DViこ関連 したテーマでの翁科全で した。
私は、裡国には参加できず翌日の分科会のあ参力□いました。午前勢は、「 DV被 害蓄鰊白
立と回復 |こ向けて」と鱚つテーマ |こむかれて参加 した分科会でした。

内容は、内閣繭であこなった「曲立支援モデ島事業」が今後、地域でどのよう |こ i轟用さ

れて輔く鰊が、宇都宮市で実施されて輔鶉プ回グラム説明と受話 してしヽ

「

民間シェんター

の現状ψ課題などの議で した。

午後が Sは、「翁V状況にあ懇障が齢蓄へ鰊支援のあ噂力を毯え感轟と顆つテーマの賛科
会で いた。分料金では当法人の常務理事 亀場篤子が豊壇 し、福祉関係者の立場がい障が機

蓄聰支援蓄颯運動の観点や自身のジェンダーやけV観などを発表 しま した。次の発表者が、
障が蝙児を抱えたりV被害者の実態を赤鞣mに轟 した後、箋疑臨笛へと続撼てしヽきま した。
つで梅そ鰊とき鰊様 T・・が鮮明 |こ憩しヽ出され儡ほど衝撃を受けた分科△で協た。

このシンパジウム |こ参島□好、いVの実態を歩 い理間見た気がいました。 DV被 害者でも
障が係があはことでよ礫状況が悪イれす峙恐れがあること、膵V被害の母親を持つ子 iよ、母
親の 31きの機怖∫係を持つことなどを知ることができました。しヽか |こ 曲分が何も知暴な聰で

生きてきたが奎癌慮 しました。

までは、知儀ことが Sは じぬて籟きたいと悪います。来年は、 1曲台でシンポジウムがあ
にと聞き、時間と費躍が許せば行って勉強 いた聰と懸鉾ます。

轟機まこ、法人の研修としてこ翁機会をしLただ黎たこと、シンポジス ト|こは璽く深輔体験

を轟 して輔ただしhた こと |こ感謝しLた います。

(拓 くスタップ   上鰤 富知子 )
■■■111■ ||■■■1111■■11■                                    FT「 ・・

常務理事 馬場篤子、実行委員 (物販 i糸 )と して参加

DVシ ンポジウム実行委員とボつンティアのみなさん



菫炉肛警仄は,判判了宏洸甦綺膊 pで。

2月 電2日 (上 )ゝ 事務局の予想をなるかに上国躇 鴫,SOり 人釣お客様で久圏米市民会館大ホーんが
響絲尽くさ熱、『生き力を採トシンポジウム』は盛金のうらに終え昏ことができました。

「次のB寺代をとも|こ倉J唸 [つながってしヽこう ]」 そんなれ をヽ持つてスタートした鉄画「降攀て0
(生き方」上映金と生き力を探るシンポジウム。
つ圃、事務局副 人として参加させて齢ただき感謝してしヽます。その率で自分の力のなさ%知いな
輔ことの霧さ、自信のなさ等島|こしみて感じて実際越し齢時間でもおりました。

特にチケットが売れな星て―。とにおく売ることに自闘する毎日―。あんま貯売れないから、今まで

の売礫力しゃ駄日だと、途中から「売る」が毎自分の気持ちを「伝える」にシフトチェンジしました。

一人ひとりに0っく場こどんな気持ちでしヽる0かを伝えたり、そ靱人と環境のことつ生きんのことを
轟した場すは8寺間を増や脇て輔きました。それでも売れなしヽ時は全く売れなわゝけれど、その人の悪しヽ

準今感して鋏はことを聞くことができて面向かったです。でも、現実轄 務局会)に戻るこ「やば蛛、

売れてな絲～～―/」 と越し自圏m・ …

さて、越しかった話は経わ嚇|こして、4ヶ月間取綽組んできた呻で、「次鍛時代をとも|こ自J薇」「つ

なか卜」という目的か鍵「喜ばれる」としヽうとこうに気持ちが変わってきたように思麒ます。「次∽

時代をともに創釉」「つながる通としヽつものがなかなか見えなくて 璽つながつて輔るこ思ってしヽてt
チケットが売れずつながってなかったのかと思うことも・・・通、「喜ばれる」なれ分かりやすくて気持

ち喪しヽこ感して、こっちが向分翁目指す「生き磨」なのがな、こ令は思ってしλます。

シンポジウムが終わって、今はチケットを買つて輔ただ輔た薄|こ少しずつ轟を聞きに行って朧ます。

そこで、そ仰人の3讀での「生き方」菱聞くこ趣ができた場、生涌の率でこうしてしヽはたS喪聰ねこ
椰う話ができた場、そして映画&シンポジウム菱見て喜び靱声をも5えた場と楽しませても鳴って誡

ます。少しずつ、時間をかけながい一人ひと瘍に聞齢てしヽきた機と臨聰ます。自なったちみなされも

間絣てみてくださ機。R分の矢□鳴なかったそ鰊人の一面を知燿ことができた瘍、憲韓を共有できたり
すほど思います。

最後|こなりますが、環境のこと、衛づく場の

ことなどまだまだ他人事と竜えていまって聯

躇卜分がけはことに気付きました。シンポジウ

ムの準備をして臨燿時期に、地元 l_l」回鍛上闘願

発鍛建設矛定機の理節立て工事の-8寺幸止と、

鰹め立て許可の再検討を求ぬ、現◎、2の 歳翁彗

者がプヽンガーストライキをしてしヽました。原子

力発電所が作犠れ、稼動する事によつてうまれ

罐敏射性廃棄物や、海つ大気中に言横されて齢

く敵射線を僕等の世代や、僕等の子ども達に残

して欲しくな機と恥う想しヽからこの行動を決起したそうです。なもそ机を何とかし齋ずればと1かで憲

しヽつつ、結局4可ちできなかった自分が機ま♭た。

自分が変わ5なければ、変えれれなもヽ―。こ机からの世代に「喜ばれる」生さんを。
最後にもつ一度、あ貯がとうござしヽました。岩根義明は喜ばれる選択をしようと想しヽます。

(次の時代を共に創る実行委彙/圏主丸羹護学校 岩根 義明)
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